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Environmental Policy 環境方針

環境方針

株式会社東京流通センターは、東京都大田区平和島において、｢物流ビル｣・｢オフィスビル｣・

｢イベントホール｣の3つの機能を持った施設を所有し、各企業に賃貸しています。

当社は、環境への配慮を経営の重要課題と位置付け、所有施設の運営・管理にあたり、汚染を

防止し、環境保全活動推進に取り組みます。

2006年10月1日

株式会社東京流通センター

取締役社長 松野秀司

1.	環境マネジメントシステムの継続的改善を行うことにより、	 積極的に環境保全活動を推進します。

2.	当社に適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を順守します。

3.	当社施設の運営・管理において、環境への影響をできる限り少なくするため、	 次の項目を重点テーマとして取り組みます。

 1  省資源・省エネルギーを推進します。

 2  廃棄物の適切な処理とリサイクルの促進に努めます。

 3  環境配慮物品の購入を促進します。

 4  ステークスホルダーの満足度を高めるべく、安全・快適なビル環境を目指します。

 5  全社員が、環境保全に自発的・積極的に取り組むように、意識の向上を図ります。

4.	環境方針を達成するため、環境目的・目標を定め、定期的に見直しを行います。

5.	この環境方針は全社員に周知すると共に、一般にも開示します。
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■環境マネジメント組織

最高経営者

環境管理責任者｜環境管理副責任者

環境会議

部　門

協力会社
協力会社……業務運営上関連する会社を協力会社とし、以下のように区分しています。

A：社員と同様の業務活動を行い、TRCからの教育が必要な人・会社
B：手順書に関わる作業を行う要員として、TRCからの教育が可能な人・会社
C：TRCからの教育はできないが、著しい環境側面に関して要求事項の伝達が可能な人・会社

常務会

I S O 内部監査委員会

I S O事務局

ワーキンググループ
・廃棄物WG 
・エネルギー管理WG 
・構内環境WG

・社内環境WG
・社会関連WG
・関連法規WG  

■環境マネジメントシステム
環境マネジメントシステムとは、企業が環境負荷を軽減するために事業活動と環境との関わり合いを認識して環境に配慮し

た経営を行うための仕組みです。
TRCでは、環境方針を実行していくために、以下のような、Plan、Do、Check、Action（P-D-C-A）を繰り返しながら、環境マ

ネジメントシステムの向上を図ります。

■外部審査・内部監査
TRCでは、年一回、審査機関による定期審査を受けるとともに内部監査も実施しています。
内部監査員は、外部研修機関における認定コースを修了した社員が現在26名登録されています。2006年度の内部監

査は、環境管理責任者、事務局、部門およびWGの監査を実施しました。その結果、「不適合」5件、「改善事項」11件が抽
出され、速やかに是正処置を行いました。
外部審査は、2007年9月20・21日に定期審査が行われ、組織の環境マネジメントシステムが効果的に運用されている

と判定され、継続運用となりました。

■教育・訓練
日常業務の中で環境活動を意識し、環境負荷を継続的に

低減していくためには、社員一人ひとりが環境問題に関し
て理解を深めることが重要です。そのため、TRCではすべ
ての社員を対象とする一般教育と、専門的な業務に必要な
専門教育を実施しています。

企業人として求められる環境に関する基礎知識の習得や
TRCの方針・活動内容の徹底を全社員に対して実施してい
ます。

❶一般教育

業務で求められる専門的な知識・技能の向上を目的として、
教育、訓練（火災や停電対応訓練等）を定期的に実施してい
ます。

❷専門教育

〈環境教育体系〉

〈啓蒙活動〉
1.意識の共有を図るために、環境方針やマネジメント組織、
環境目的・目標等をまとめた携帯用「社会環境カード」を
全社員および協力会社へ配布しています。

2.社内LANを活用して、「みんなの広場」というホームペー
ジを開設し、環境に関わる様々な情報や活動を紹介して
います。

3.エコサポート企業として社員に対し「環境社会検定試験
（eco検定）」の受検を推奨しています。第1回の検定試験
では、5名が受検し、全員が合格しました。

eco検定については下記URLを参照下さい。
http://www.kentei.org/eco/index.html

教育風景

防災訓練（飲料水確保訓練）

社会環境カード
※企業行動憲章も記載されています。
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総務部

企画財務部

営業部

施設部

外部審査トップインタビュー 外部審査サイトツアー

環境マネジメントシステム



廃棄物 廃棄物の適切な分別の徹底により、廃棄物
の減量化とリサイクルの促進を図る

●共用部に排出されたダンボール、缶、ビンの
96％以上をリサイクルする

●テナントや展示会主催者に対して廃棄物の分
別についての啓蒙活動を実施する

エネルギー管理
共用部のエネルギー消費原単位（電気と熱
の合算）を改正省エネ法に基づき、年平均
1％以上削減する

●2006年度の共用部のエネルギー使用量（電
気と熱の合算）をエネルギー消費原単位で、
2005年度比1％以上の削減を目指す 

構内環境

「廃PCB」と「使用PCB」の全量を、国が
設立したPCB処理会社（「JESCO」）の処
理工場において、法令に定める期限まで
に安全・確実に処理を行い、人体に有害な
PCB含有電気機器類を当社構内から一掃
する

●「JESCO」と当社間で当社の「廃PCB」処理
時期を協議の上、決定する

●センタービルの「使用PCB」を全量撤去し、
PCB保管庫に保管する

●「JESCO」の稼動状況やその他PCB処理に関
する関連情報を収集する

社会関連

ステークホルダーの満足度を高めるべく、
安全・快適なビル環境であることをPRする  

●維持管理している項目について、随時PRを
行う  

社会的責任を果たすために、社会貢献等に
積極的に取り組む

●環境美化等無理のない範囲で計画実行する

社内環境

建物、諸設備維持管理で使用する物品を環
境配慮物品に切り換える

●指定物品の70％以上を環境配慮物品に切り
換える

●指定物品の見直し

環境に配慮している企業であることを実
践し、省エネ・省力に努める

●資源の有効活用
●社会に積極的に貢献し、環境意識を高める
●各種教育の計画及び実施

 

●ダンボール、缶、ビンのリサイクル率各
100% ○

P.7

●共用部に排出されたダンボール、缶、ビンの96％
以上をリサイクルする

●新規入居テナント17社に対し実施 ○ ●テナントや展示会主催者に対して廃棄物の分別
についての啓蒙活動を実施する

●電気設備および熱源設備更新時に省エネタ
イプ高効率機器の導入
●動力設備系（空調関係等）のインバータ化導
入計画と予算案策定および実施継続
●前年同期比 エネルギー消費原単位で5.5%
減＜温室効果ガス削減量 1,240t-CO2減＞

○ P.8
●2007年度の共用部のエネルギー使用量（電気と
熱の合算）をエネルギー消費原単位で、2006年
度比1％以上の削減を目指す

●「JESCO」と当社間で当社の「廃PCB」処
理時期に関し協議（「JESCO」の都合によ
り、PCB処理時期が遅延）
●センタービルの「使用PCB」を全量撤去し、

PCB保管庫に保管
●「JESCO」の稼動状況やその他PCB処理に
関する関連情報を収集

○ P.9

●物流ビルA棟の「使用PCB」を「JESCO」と取り
決めた処理時期までに全量撤去し、PCB保管庫
に保管する

●搬出される迄の期間「PCB管理および処理手順
書」に基づき保管管理する

●「JESCO」の稼動状況やその他PCB処理に関す
る関連情報を収集する

●環境カード　258枚配布
●環境報告書　957部配布 ○

P.10

●会社案内作成等に協力する
●既存PR方法を見直し、新規PR方法を企画・立案
する

●毎月第三木曜日　環境美化運動実施 ○ ●環境美化運動に参加する
●社会環境活動への参加を企画・実施する

●2006年度累計72.4%切り換え
●指定物品の見直し実施 ○

P.11

●指定物品の80％以上を環境配慮物品に切り換え
る

●指定物品の見直し

●会議等の配布資料の簡素化
●社内コピー文書の両面使用
●ミスコピー防止と再利用
●教育計画の検討実施

○

●資源の有効活用
●社会に積極的に貢献し、環境意識を高める
●各種教育の計画及び実施

●環境会計による環境保全コスト・保全効果及び経
済効果の把握

■環境目的・目標進捗報告

環 境 目 的 2006年度環境目標［2006.10 ～ 2007.9］ 実　績 達成状況 ページ 2007年度環境目標［2007.10 ～ 2008.9］

5 6



7 8

●センタービル空調システム改善
センタービルの空調システムは、空調機からテナント各室へ１本の主ダクトとその分岐ダクトによって常に一定の風

量で送風し、給気の温度・湿度を変えることにより室温を制御する『定風量単一ダクト方式』となっています。本システム
は利点もあるのですが、次のような欠点があります。

（1） 負荷特性の異なる部屋・ゾーンに対して、各室の室温にばらつきが発生する。
（2） 部屋ごとの空調運転停止ができない。
（3） 送風量が通年一定風量であり、全室空調が必要ない場合は無駄な電力消費が多い。

以上の欠点を改善するため、2006年度から2007年度にかけて変風量単一ダクトシステムを導入しました。新空調シス
テム（下図参照）は、各部屋の既設給気ダクト途中に変風量ユニット（VAV）を設置することにより、部屋ごとに室温を検
出して空調空気供給量を調整し、室温を設定温度（限度あり）に制御します。
また、既設空調機ファンはインバータ運転により風量調整を可能にしています。

新空調システム導入による利点は次のとおりです。

（1） 部屋ごとの温度制御ができる。
（2） 不使用室の給気を全停止できるので、無駄なエネルギー消費をなくせる。
（3） 各室の使用状況に応じて空調機の送風量を調整できるので、無駄なエネルギー消費をなくせる。
（4） VAV使用中は、最低風量を確保して二酸化炭素濃度の上昇を防止する。

新空調システムは、テナント各室の空調快適性を向上させるとともに、無駄なエネルギー消費をなくすことができ、地
球温暖化防止に貢献しています。

VAVユニット

W o r k i n g  G r o u p  
A c t i v i t y  R e p o r t 1Working Group 

WG 1
廃棄物

ワーキンググループ

TRCでは、廃棄物の削減対策とリサイクル率向上を目指し、廃棄物置場の整備、ゴミ箱の区分・数量、リサイクル品の
引き受け先等について見直しを実施しました。その結果、ダンボール・新聞・雑誌・ビン・缶・ペットボトル・発砲スチロー
ル・蛍光管・廃油等については、ほぼ100％のリサイクルを達成しました。

TRCにおける廃棄物の総排出量・リサイクル率は、テナントの入居率・業種の変化等の影響を直接受けるため、完全に
リサイクル率をコントロールすることは出来ないという側面をもっています。そのような状況下で2006年度の廃棄物総
排出量は約5,600ｔと対前年比で約6％減となり、リサイクル量は前年とほぼ同量を実施出来たことから、リサイクル率
は、58％と高率を達成することができました。

TRCは、今後ともテナントの皆様や展示会主催者のご理解、ご協力を得ながら廃棄物の適正処理とリサイクルの促進
に取組んでまいります。

●廃棄物排出量／リサイクル率

●段ボールプレス機の更新
構内の廃棄物処理施設「故紙処理センター（1982年新設）」
に設置してある段ボールプレス機を、回収したダンボールを
効率よくリサイクルするために更新しました。新プレス機は、
大きな規格サイズ（1m四方）にプレス加工が可能となったこ
とから、故紙処理センター内でのプレス作業並びに再生処理
工場での作業が効率化されました。

●塵芥処理室の整備
センタービル１階・塵芥処理室の床補修・壁塗装等の整
備工事を実施するとともに、ゴミ集積箱をキャスター付に
交換し、分別回収が衛生的且つ効率良く行えるよう整備を
しました。

W o r k i n g  G r o u p  
A c t i v i t y  R e p o r t

WG 2
エネルギー管理
ワーキンググループ

室内温度センサー 室内温度設定器

2Working Group 



●PCBの管理責任
TRCでは、有資格の特別管理産業廃棄物管理責任者を任命し、適正なPCBの管理を行っています。
特別管理産業廃棄物責任者は、年に1回、構内において現存する使用PCBの量・場所を含めその状況を点検します。そ
の結果を『PCB管理状況報告書』に記録し、掌握しています。また、PCBの撤去や取扱いについての指導･教育を徹底して
行い、事故の排除に努めています。

●廃PCBの処理
廃PCBの処理は、これまで処理施設の整備が進まなかったことから、TRCにおいても長期にわたり保管が続いていま
したが、2001年に制定された「PCB廃棄物適正処理推進特別法」を受け、2004年にPCB廃棄物の処理施設として日本
環境安全事業㈱（以下JESCO）が設立されました。TRCは、JESCO東京PCB廃棄物処理施設と「ポリ塩化ビフェニル廃
棄物（特別管理産業廃棄物）処理委託契約」を締結し、2007年度より廃PCB処理を開始しました。

●廃PCBの適正な保管
廃PCB保管は、環境へのリスクの拡大が懸念され、法律に基づき、適正管理の徹底が求められています。TRCでは、
廃PCBの指定保管場所を定め、『廃PCB保管簿』に記録し、安全な保管・管理を徹底して行っています。指定保管場所へは
判りやすい表示を設置し、出入りする場合は『入退管理簿』に記録を行い、確実に施錠をしています。
また、気象庁発表（東京地方）又は、防災センターに設置してある地震計が震度3以上の地震を感知した場合は、直ちに
指定保管場所の緊急点検を実施しています。

ＰＣＢとは

ポリ塩化ビフェニルのことで、電気を通しにくく、燃えにくい等の優れ
た特性を有することから、トランス・コンデンサといった電気機器をは
じめ幅広い用途に使用されました。しかし、1968年に発生したカネミ油
症事件を機に、その毒性が大きな社会問題となり、1972年にPCBの製
造・輸入・使用は原則として禁止されました。

日本環境安全事業㈱（JESCO）とは

国の監督のもとPCB廃棄物処理を行うため、旧環境事業団（JEC）の
PCB廃棄物処理事業等を継承して、2004年4月1日に100％政府出
資により設立されました。

指定保管場所 保管されている安定器等
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WG 3
構内環境

ワーキンググループ

W o r k i n g  G r o u p  
A c t i v i t y  R e p o r t

●PR方法の検討・実施
2006年度新たに発足したワーキンググループとして、環境目的である「環境に配慮している企業であることをPRしイ

メージアップを図る」具体的な方法の検討を実施しました。その結果、TRCの広報ツールとして、ISO活動とその成果を盛
り込んだ会社案内ビデオ（DVD）の制作に取り掛かりました。
また、2007年5月には地域情報誌「大田区Walker」にTRCの環境活動が紹介されました。

●環境美化運動の継続実施
環境目的である「社会的責任を果たすために、社会貢献等に積極的に取り組む」の一環として、2004年12月から行っ

ている環境美化運動を今年度も毎月第三木曜日の午後に実施しました。TRCの社員のみならず、テナントや周辺企業の
方等も加わり、毎回約40名ほどで実施しています。この美化運動の成果として、TRC周辺のゴミの量は一時と比べ大幅
に減少しています。

●AED（自動体外式除細動器）の増設
2006年3月に構内2箇所（センタービル1階、防災セン

ター）に設置したAEDを、アネックス正面玄関・各物流棟
他６箇所に増設しました。これにより全ての建物にAED
を備え、緊急時に速やかに対応できる体制を整えました。

W o r k i n g  G r o u p  
A c t i v i t y  R e p o r t

WG 4
社会関連

ワーキンググループ

アネックス 物流ビル

●普通救命講習
TRCでは、救命技能認定講習を適時開催しています。

2007年9月現在、認定を受けた者は32名です。
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●環境配慮物品の購入の取り組み
事務所で使用する文具などの物品については、「グリーン購入基準書」に基づき、環境負荷のより少ないものを優先的に
購入しています。2006年度は目標の95％を上回る100％の切り換え率を達成しました。

2006年度より新たにTRC建物維持管理等で使用する物品についても環境配慮物品への切り換え率70％を目標に掲げ、
72.4％の切り換え率を達成しました。
また、入会しているグリーン購入ネットワーク（GPN）より、常に最新情報を取得し、更なる環境保全の向上を心がけ
ています。
今後はさらにTRC建物維持管理等で使用する物品の環境配慮物品への切り換え率の向上を目指し取り組んでいく予定
です。　　

●環境保全への取り組み
TRCでは、事務所内の省資源、省エネルギー活動として「コピー用紙の使用量削減」等に取り組んできました。
「コピー用紙使用量の削減」に関しては、「メール利用の徹底」「会議等の配布資料の簡素化」「社内コピー文書の両面使用」
「ミスコピー防止」に努めましたが、今年度の使用枚数は357,000枚となり前年度と比較しほぼ同数を維持するに留まり
ました。
それ以外にも環境保全への取り組みとして、「事務所内空調温度の適正設定」「夏の軽装の実施」「パソコン等の電気機器
の省エネタイプへの切替」「無駄な照明の消灯」「リサイクル推進へ向けたゴミの分別」「マイコップの使用による紙コップ
の使用量削減」等を実施し、各々効果をあげました。
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W o r k i n g  G r o u p  
A c t i v i t y  R e p o r t

WG 5
社内環境

ワーキンググループ

TRCでは、環境省・東京都環境局等のホームページや『環境六法』により環境側面に適用される法規制等を特定し、「環
境法規制等登録簿」（以下 登録簿）に登録しています。新たな取り組みの実施時、法規制等の改正時には、各部門と確認の
上、該当する項目を速やかに改訂しています。2006年度は「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」、「水質汚
濁防止法」、「消防法」、「廃棄物の処理および清掃に関する法律施行令」の改正に伴う変更を行いました。
年1回7月に、登録簿記載の法規制等を順守しているかの確認を行い、「順守評価記録」を作成しています。確認時におい
て、問題が発見された場合は環境マネジメントマニュアルに則り対処することになっています。
なお、2006年度における順守確認の結果、登録簿記載の法規制等に違反する事象はありませんでした。

◎都民の健康と安全を確保する環境に関する条例　　　　　　
◎大気汚染防止法
◎吹付けアスベストに関する室内環境維持管理指導指針
◎石綿障害予防規則　
◎水道法
◎下水道法
◎廃棄物の処理および清掃に関する法律
◎ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進
に関する特別措置法

◎循環型社会形成推進基本法
◎資源の有効な利用の促進に関する法律
◎建設工事に係る資源の再資源化等に関する法律
◎国等による環境物品等の調達推進等に関する法律
◎エネルギーの使用の合理化に関する法律
◎消防法
◎労働安全衛生法
◎建築物における衛生的環境の確保に関する法律
他̶̶全81項目　　　　　　　　　　　　　　

「主な環境関連法規制及び当社が同意するその他の要求事項」

■環境会計

分 　 類 主な取り組み
環境保全コスト

環境保全効果
投 資 額 費 用 額

目的・目標コスト

使用資源の抑制
エネルギー消費の抑制と
使用の合理化

氷蓄熱システム導入 – 29,901
夜間電力有効利用によるエネルギー
使用量の平準化
CO2 308t、26,557千円の削減（理論値）

空調システムの改善 199,138 17,213
各居室毎の風量調節可能による
空調の効率化

省エネタイプ高効率機器の導入
インバータ化導入他

224,700 48,564
対前年比エネルギー消費原単位
5.5％の削減

廃棄物排出抑制
廃棄物分別収集・リサイクル

廃棄物分別収集・処理 – 87,939 対前年比廃棄物処理量341tの削減

リサイクル（ダンボール・缶・ビン）
故紙処理機の更新

24,000 3,186 対前年比リサイクル率5％増

環境配慮物品の購入
事務所内 – 2,521 環境配慮物品切替率100%

建物・諸設備 – 9,747 環境配慮物品切替率72.4%

法規制対応コスト 環境負荷物質の適正管理 PCBの適正管理 – 76,106 法規制の順守

その他管理コスト

快適なビル環境の提供
構内サイン改修 71,626 7,335 来館者およびテナントの利便性向上

構内緑化・維持 – 9,220 構内緑化推進・維持

ISO14001関連 認証維持 – 377 ISO14001の維持

その他
環境報告書作成、内部審査員養成、
環境美化運動他

– 1,926 環境への意識向上

環境損失コスト
土壌汚染、自然破壊修復、
環境の損傷に対応する費用

– –
事業活動が環境に影響を与えた
損傷コストはありません

合　計 519,464 294,035

●環境報告 作成の基本事項

発行経緯 2003年9月に認証取得をし、今回、第4号となります。

発行目的 環境情報の開示目的で発行しています。

編集方針 環境省の「環境報告書（2003年度版）」を参考に作成しました。

対象範囲 株式会社 東京流通センターの活動を掲載しました。

対象期間 2006年度（2006年10月1日～ 2007年9月30日）の環境活動を掲載しました。

発行予定 次回の予定は2008年12月頃です。

環境報告書に関するお問い合わせ先
  株式会社 東京流通センター   ISO事務局
  TEL. 03-3767-2111　FAX. 03-3767-2053
  ホームページ       http://www.trc-inc.co.jp
  メールアドレス    soumu@trc-inc.co.jp

■関連法規

（単位：千円）
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■TRCと桜

H

I

I I C D

B

B

B
C
E
F
G
L

A

A

A

A

A

A
F

D
H

K J

品番 本数 花弁色 植栽場所

A
【かんざん】
関山 186

紅紫
（八重桜）

外周、C棟周辺

B
【ふげんぞう】
普賢象　 45

紅黄白
（八重桜）

センタービル・C棟周辺
遊歩道、立体駐車場

C
【しょうげつ】
松月 15

淡桃
（八重桜）

センタービル東側玄関周辺、
遊歩道

D
【うこん】
鬱金 11

黄
（八重桜）

第二展示場入口

E
【そめいよしの】
染井吉野 10 淡紅 遊歩道

F
【たいわんひざくら】
台湾緋桜 10 濃紅 遊歩道、C棟周辺

G
【おおしまざくら】
大島桜 7 淡紅 外周、遊歩道

H
【きくざくら】
菊桜 6 淡紅 外周、C棟周辺

I
【しだれざくら】
枝垂桜 6 淡紅

センタービル周辺
アネックス周辺

J
【おおてまり】
大手毬 3

紅黄白
（八重桜）

築山

K
【べにちょうちん】
紅提灯 3

紅紫
（八重桜）

築山

L
【ほうりんじ】
法輪寺 1 淡紅 遊歩道

　　　合　計 …………… 303本　　　　　　（2007年11月現在）
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■桜植樹の歴史
1960年代、当社の敷地廻りは緑の少ない殺風景な地域だっ

たため、第１期工事の仕上げとして、1971年緑化計画を立て
ました。埋立地という悪条件を踏まえ、50種類の植樹候補につ
いて、塩水害、潮風害、排気ガス、大気汚染、生育地域、土壌等
に関する調査を行い、その結果マテバシイ、シラカシ、サンゴ
ジュ等の樹種が選定され植樹しました。
しかし、TRCの将来構想は、物流の中心地となるとともにオ

フィス街づくりの計画があったため、一部の緑地帯だけでは物
足りなく、より特色のある環境づくりを求めました。そこで当施
設利用関係者だけでなく、モノレールを利用する全国各地域の
人々にも季節感をとどけるという願いを込め、我が国の代表的
な花“桜”を植樹することとしました。
桜の品種選定・育成方法等について「財団法人日本花の会」

の助言を得て、排気ガス等にも強い品種を選び、1972年11月、

250本を植樹しました。
しかし、埋立地は、塩分含有が多く樹木の育成に適さず、翌

年には早くも35本枯死しました。その後、補充・追加植樹、客
土の入れ換え等を毎年繰り返し、調和のとれた緑と花の実現ま
でには、幾多の困難と戦わなければなりませんでした。
そして10年、かつて潮風と砂塵が舞っていた地に桜の新名

所が誕生しました。この観桜の楽しみをステークホルダーの皆
様とわかち合い、日頃の業務協力への感謝の気持ちをこめて、
1983年4月から観桜会、桜まつりとして毎年開催し、観桜を楽
しんで頂いています。
さらにISO元年である2004年、ISO記念樹として５本の大

島桜を遊歩道内に植樹し、TRCの環境保全活動の象徴としてお
ります。
今では毎年300本の桜が元気よく咲き誇っております。

■会社概要

◎商号
株式会社 東京流通センター
［Tokyo Ryutsu Center Inc. ］

◎代表者
代表取締役社長　松野秀司

◎本社所在地
〒143-0006　東京都大田区平和島六丁目1番1号
TEL. 03-3767-2111（代表）
FAX. 03-3767-2053

◎設立年月日
1967年（昭和42年）11月13日

◎資本金
40億円

◎事業内容
1. 物流ビル・オフィスビルの賃貸及び運営管理
2. 展示場、会議室等施設の賃貸及び運営管理
3. 駐車施設の運営管理

■品種と特性


